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大空（生徒・保護者向け）４５号

宮崎県立宮崎西高校・宮崎県立宮崎西高等学校附属中学校 校長通信

令和３年９月１７日（金）

学（まね）ぶと品（しな）―高総文壮行式―

本日の概要□

１ 現代語の「学ぶ」は古語の「まねぶ」が出典であ

り、もともとは「真似をする」という意味である。

真似、すなわち模倣は学びの基礎である。

２ 多くの芸術は、良いものの真似をすることから始

まる。今は良いものをどんどんインプットする時期

である。

３ 古語の「品（しな）」は人の品格（気高さや上品

さ）を意味する。上品な人間は、良い文化を吸収す

ることでつくられる。

４ アウトプットは良くも悪くも形として出てくる結

果であるが、アウトカム（成果）を出すには努力や

工夫が必要である。良いものを吸収し、努力して成

果を出して欲しい。

５ 本日のＮＦＣ 感性（美意識） 主体性 創造力

古語の学ぶ（まねぶ）は「真似をする」□

現代語の「学ぶ」は、古語では「まねぶ」といいま

す。意味は「真似をする」です。

このことは、学ぶこととは、まず人の真似をするこ

とから始まったことを示しています。人間の脳は、ミ

ラーニューロン細胞の働きにより他者を真似をするよ

うに創られていることは何回か紹介しましたが、学び

に限らず、真似は人間が成長するための大切な仕組み

です。例えば、赤ちゃんは目に映ったものを真似する

ことによって表情を覚えていきます。授業中あくびが

伝染するのも、オリパラの選手の涙を見ると、私たち

にも熱い思いがこみ上げてくるのも、この「真似」を

するように創られているという脳の仕組みがベースに

なっています。

真似は学びの基本□

だからといって、盗作や論文の盗用を肯定するので

はありません。真似は良くないと言われながら、実は

「お手本を真似る」ということは成長のための有効な

方法なのだということは知っておいてください。

昔の寺子屋では、漢文などの意味が分からなくても、

先生のまねをして繰り返し繰り返し暗唱し、内容の理

解は後からついてくるという勉強の仕方でした。音楽

も、先生の演奏の真似から始まります。絵画でも、絵

の基本的なトレーニングの方法として模写がありま

す。書道も、著名な書家の筆跡の真似をします。芸術

だけでなく、料理でも、一度食べて感動した、あの味、

あの食感を再現しようという試みであり、一度も食べ

たことがないものを創造している訳ではありません。

もちろん、オリジナルを生み出すことは大切ですが、

オリジナルを生む前段階として、良質のものをたくさ

ん真似る、つまり、良いものをインプットするという

基礎形成期間が重要なのです。

良いインプットは品（しな）を高める□

高校総合文化祭が行われます。多くの芸術、そして

それに取り組む仲間が一堂に会しますが、これは良い

ものをインプットするチャンスです。ぜひ、多くの良

いものを吸収してきてください。

インプットに取り組むのは、高校総合文化祭に参加

する皆さんだけではありません。１０代とは、読書で

も音楽でも何でもインプットの旬なのです。「おふく

ろの味」という言葉が、幼い時のインプット体験が味

覚形成に大きな影響を与えていることを示しているよ

うに、１０代の時期に、名作とか名演と言われるもの

に出会うことは、人格形成に大きな影響を与えます。

芸術だけでなく、学問でも同じです。

「品」は、「ひん」「しな」とも読みますが、古語辞

典では、見出しには「しな」と示されています。「し

な」というと、「品物」が連想されますが、古語的に

は、「① 階段などの段」という意味です。（漢字のデ

ザインが、まさに段の形を表現しています）そこから、

「② 階級。身分。家柄」という意味が生まれ、「③

品格。人柄」という人の内面の差を意味するように

なりました。

現代では③の意味の場合、「しな」とは言わず、「ひ

ん」と言うようになりました。「品格」という熟語が

ありますが、大辞泉によれば、「その人やその物に感

じられる気高さや上品さ。品位」という意味です。

古文では、例えば徒然草では、

「興なきことを言ひてもよく笑ふにぞ、しなのほど計

られぬべき」

（おもしろくないことを言っても良く笑うことで、品

格の程度が推し量ることができるだろう）とか、

源氏物語では、玉鬘という源氏の娘（養女の美しさ

を形容した文章で、

「父大臣（おとど）の筋さへ加はればにや、しなたか

くうつくしげなり」

（父の大臣の血筋まで加わるからであろうか、上品で

かわいらしいようすである。）とあり、古代から日本

人が「品」を重視し、身につけるために努力していた

ことがうかがえます。

かつて、幕末に西欧列強が日本に進出してきました

が、彼らが驚いたのは日本人の品性の高さでした。当

時の西欧社会も、日本も階級社会でした。しかし、日
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本は、武士以外の庶民にも、例えば寺子屋などの教育

機関があり、庶民の就学率、識字率は世界でもトップ

クラスだったという人もいます。文字を読み、本を読

む知識人が多く、言葉を通じて様々な道徳的規範が末

端まで浸透していた、極めて希有な国ということがで

きるでしょう。この私たちの品性の高さは、今でも私

たちの文化として、私たちの体に染みついています。

この品性の高さは、美意識といいかえてもいいと思

います。この日本人、日本文化の品性、美意識を私た

ちはもっと誇りに思っていいし、この素晴らしさを継

承して欲しいと思います。文化的に良いものをインプ

ットするということは、単なる真似にとどまらず、「品

高き」人間、つまり上品で高い美意識を持った人間を

つくることにつながります。

脳はなぜ悪いことを好むのか□

私は、現代社会は、この良い文化の摂取習慣が衰退

し、むしろ悪いものがインプットされる傾向が強まっ

ているのではないかと危惧しています。

残念なことに、人間の脳は不快なもの、不安定、不

完全なものを強く意識する性質があります。これは、

何万年も前、私たちの先祖が生き延びるためには、危

険な情報を認知することが最重要であったという進化

の歴史に基づいています。危険な情報をいち早く察知

したり、相手との距離感を察知することは、古代にお

いては生き延びるために必要な能力でした。その進化

の名残として、私たちの脳は、悪いことをキャッチす

るため、いつも様々なことに関心を向ける、つまり気

が散りやすくつくられています。また、常に回りの人

や噂が気になります。生き延びるためには、誰が信用

でき、誰と距離を取った方がいいかを把握することが

必要だったからです。敵を見つけたり、同盟を組んだ

り、そんなことを繰り返してきた進化のプログラムが、

現代人の私たちの脳に組み込まれていることは知って

おいた方がいいでしょう。脳が積極的に動く時、様々

な物質が分泌されますが、これは人間に快感をもたら

します。もし、現代においてはあまり良くない行為だ

ったとしても、脳の報酬系を刺激し「快」と感じるよ

うな循環ができあがってしまうと、理性ではなかなか

やめることができません。

脳の特性だからといって、私たちが脳の欲するまま

に行動していいという訳ではありません。私たちが脳

をコントロールするためにも、脳はニュートラルでは

ない、むしろ放っておくと良くない方向にすすむ危険

性があるという事実は知っておいた方がよいでしょ

う。なぜなら、自分の感情（脳）を客観的に見ること

や、ブレーキをかけることは大変難しいからです。例

えば、食欲ひとつにしても制御することは大変難しい

ことは皆さんも分かるでしょう。世の中に依存症とい

われるものが多くあるのも、この脳の仕組みによるも

のです。

しかし、脳には、欲望を抑える能力もあります。ま

た、悪い情報や習慣をインプットせずに、良いものに

置き換えることができると、脳は素晴らしい能力を発

揮します。一般的には辛そうに見えることでも、脳が

それを「快」と認識するようになると、人間は努力を

続け、高みに上ることができるようになります。社会

的に成功している人や、アスリートなどは、脳の特徴

を生かし、良い方向に置き換えができた人です。

脳の本能的欲求をコントロールするのが理性です。

理性は、脳科学的には、脳の前頭葉という部分が担当

しています。前頭葉は人間が進化するにつれて発達し

た部分ですので成熟が遅く、その成長のピークは１０

代です。つまり、１０代の脳は発達段階であるため、

１０代の若者が理性で自分をコントロールすることに

ついては十分な能力があるとは言えないのです。その

ため、社会は１０代の皆さんに対して様々な規制をか

けて、成長段階の脳に悪いものを「快」と認識させな

いような仕組みを作っています。

皆さんの脳も例外ではありません。だから、今は、

意識的に良いものをインプットし、脳に良い習慣を

「快」と感じさせるようにトレーニングすることが大

切なのです。私が前向き思考の重要性を繰り返し語る

のも同じ理屈です。

といっても、世の中で「良い」と言われているもの

は、いったいどこが良いのかよく分からないものが多

くあります。刺激に乏しく、退屈に感じることさえあ

ります。また、良さが分からない自分に対して自信を

失うこともあります。でも、分からなくて良いのです。

良いと言われるものは、分かりにくいのです。それで

も触れているうちに、分かるものが出てきます。分か

らないといってインプットしなければ永遠に分からな

いままです。自分の脳をコントロールするためにも、

自分の脳へ、良いもののインプットを重ねてください。

アウトプットからアウトカムへ□

インプットの後はアウトプットが大切ですが、アウ

トカムという用語もあります。アウトプットは良くも

悪くも形として出てくる「結果」です。それに対して、

アウトカムはよく「成果」と言われます。例えば、宮

崎市が市民文化ホールを作ったのはアウトプットです

が、そのホールを活用して、文化的行事を開催し、そ

の成果として「宮崎市民が文化に親しむようになった」

のがアウトカムです。

文化部の生徒が高校総合文化祭に参加することによ

って、宮崎西高校の文化部や生徒会がもっと盛んにな

り、学校全体の文化的センスが上がるというのがアウ

トカム、つまり成果です。成果を上げるには、ただ参

加したという事実だけでは不十分で、参加したことを

何らかの形で皆に還元したり、作品に反映したりとい

う努力が必要です。

努力のない成果はありません。その意味で、参加す

る皆さんには責任があります。漫然と参加するのでは

なく、素晴らしいものを吸収し、君たちが、素晴らし

アウトカムをもたらすことを期待しています。
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